
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和８年３月３日（火）   ８：２２～８：２９ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：高 市 早 苗 内閣総理大臣 

林 芳 正 国務大臣（総務大臣） 

平 口  洋 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

松 本 洋 平 国務大臣（文部科学大臣） 

上 野 賢一郎 国務大臣（厚生労働大臣） 

鈴 木 憲 和 国務大臣（農林水産大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

金 子 恭 之 国務大臣（国土交通大臣） 

石 原 宏 高 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（防衛大臣） 

木 原  稔 国務大臣（内閣官房長官） 

松 本   尚 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

牧 野 たかお 国務大臣（復興大臣） 

あかま 二 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

黄川田 仁 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

小野田 紀 美 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：尾 﨑 正 直 内閣官房副長官 

佐 藤   啓 内閣官房副長官 

露 木 康 浩 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ２件 

○国会提出案件     ２件 

○法律案        ３件 

○政令         ２件 

○人事         ３件 

○配布         １件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○木原国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

  まず、閣議案件について、尾﨑副長官から御説明申し上げます。 
○尾﨑内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、ＮＨＫの「令和

８年度収支予算等」につき国会の承認を求めることについて、御決定をお願いいた

します。本件につきましては、後程、総務大臣から御発言があります。 
  次に、信・解任状に認証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件

は、「ツバル国」駐箚特命全権大使の異動に伴い、交付すべき信任状及び解任状であ

ります。 
  次に、質問主意書に対する答弁書２件について、お手元の資料のとおり、御決定

をお願いいたします。 
  次に、法律案３件について、御決定をお願いいたします。まず、「在外公館名称位

置給与法の一部改正法案」は、在外公館に勤務する外務公務員の配偶者手当を見直

すとともに、同行子女手当の新設等を行うものであります。 
  次に、「ＪＲＡ国庫納付臨時措置法案」は、令和８年度から１１年度までに限り集

中的に行う農業構造転換の推進に必要な施策の実施の財源に充てるため、ＪＲＡの

国庫納付金の納付の特例を規定する措置を講ずるものであります。 
  次に、「ＪＲＡ法の一部改正法案」は、ＪＲＡの経営の持続性の確保のため、保有

する施設又は設備について外部による利用を可能とする等の措置を講ずるもので

あります。 
  次に、政令２件について、御決定をお願いいたします。まず、「国民健康保険の国

庫負担金等の算定に関する政令等の一部改正令」は、同負担金等の基準額を改定す

るものであります。 
  次に、「船員法等の一部改正法の施行期日令」は、同改正法の施行期日を本年４月

１日等とするものであります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、片山財務大臣に、国際通貨基金

総務会総務たる日本政府代表等を命ずることについて、御決定をお願いいたします。 
  次に、裁判官人事といたしまして、兼官を免ずるもの外１件について、御決定を

お願いいたします。 
  次に、稲田昭彦外１３３名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
  次に、配布資料といたしまして、「労働力調査報告」があります。本件につきまし

ては、後程、総務大臣及び、関連して厚生労働大臣から御発言があります。 
○木原国務大臣：次に、大臣発言がございます。まず、総務大臣から２件御発言がご

ざいます。 
○林国務大臣：日本放送協会の令和８年度の収支予算につきましては、事業収入が６，

１８０億円、事業支出が６，８７１億円となっており、事業収支差金６９０億円の

赤字につきましては、還元目的積立金をもって充てることとしております。事業計

画につきましては、放送及びインターネットによる情報空間の参照点となる正確で

信頼できる情報の提供、コンテンツの質と量の確保、受信料の公平負担の徹底、ガ
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バナンスの強化等に取り組むこととなっております。総務大臣としては、令和９年

度以降の受信料収入と事業規模が均衡するよう、引き続き合理化に向けて取り組む

こと、放送という手段に加え、インターネットを通じて放送番組を国民・視聴者に

提供すること等を求めております。 
○林国務大臣：本日、労働力調査結果を公表いたしました。１月の完全失業率は、季

節調整値で２．７パーセントと、前月に比べ０．１ポイントの上昇となりました。

これは、より良い条件の仕事に就くために、自発的に離職した者が増加したことな

どによるものです。就業者数は６，７７６万人と、１年前に比べ３万人減少し、４

２か月ぶりの減少となりました。今後も就業者や完全失業者などの状況を注視して

まいります。 
○木原国務大臣：次に、厚生労働大臣。 
○上野国務大臣：令和８年１月の有効求人倍率は、季節調整値で１．１８倍と、前月

を０．０２ポイント下回りました。求人・求職の動向や、総務大臣から報告のあり

ました労働力調査の結果をみますと、現在の雇用情勢は、求職者が微増となる中、

求人が引き続き求職を上回って推移しており、緩やかに持ち直しています。物価上

昇等が雇用に与える影響に留意する必要があると考えています。引き続き、雇用と

生活をしっかりと守るため、求職者の方が置かれている状況に応じた、きめ細かな

就労支援に取り組むとともに、事業主の方に対する人材確保支援に取り組んでまい

ります。 
○木原国務大臣：次に、私から「循環経済に関する関係閣僚会議の開催について」の

一部改正について、申し上げます。「循環経済に関する関係閣僚会議」について、循

環資源の獲得に向けた動きが世界各国・地域で加速する中、世界に先駆けて国内外

で資源循環体制を実現するため、「循環経済に関する関係閣僚会議の開催について」

を一部改正し、構成員に総務大臣、外務大臣及び財務大臣を追加することといたし

ますので、御了解をお願いいたします。 
  これをもちまして、閣議を終了いたします。 
  引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
  御発言はございますか。 
  無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和８年 

３月３日 

◎ 一 般案 件

○ 放 送 法第７ ０ 条第 ２ 項の 規 定に 基 づき 、 国会 の 承

認 を 求 めるの 件 （決 定 ）       （ 総 務省 ）

☆ ツ バ ル 国駐箚 特 命全 権 大使 田 島浩 志 に交 付 すべ き

信 任 状 及 び前任 特 命全 権 大使 道 井緑 一 郎の 解 任 状

に つ き 認 証を仰 ぐ こと に つい て （決 定 )( 外 務 省）

◎ 国 会 提出 案件

1. 衆 議院 議 員緒 方 林太 郎 （無 ） 提出 行 き過 ぎ た

○ 緊 縮志向 に 関す る 質問 に 対す る 答弁 書 につ い

て （ 決 定）         （ 内閣 府 本府 ）

1. 衆議 院 議員 緒 方林 太 郎（ 無 ）提 出 財源 に 関す

る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定）

（ 財 務 省） 

◎ 法 律案

○ 在外公 館 の名 称 及び 位 置並 び に在 外 公館 に 勤務 す

る 外 務 公 務員の 給 与に 関 する 法 律の 一 部を 改 正 す

る 法 律 案 （決定 ）                      （外 務 省）

〃 ○ 農業 構造 転 換の 推 進に 必 要な 施 策の 集 中的 な 実施

の 財 源 に 充てる た めの 日 本中 央 競馬 会 の国 庫 納 付

金 の 納 付 に関す る 臨時 措 置法 案 （決 定 ）

（ 農 林 水 産・ 財 務省 ） 

〃 ○ 日本 中央 競 馬会 法 の一 部 を改 正 する 法 律案

（ 決 定 ） （ 農 林水 産 省） 

◎ 政 令 

○ 国 民 健康保 険 の国 庫 負担 金 等の 算 定に 関 する 政 令

等 の 一 部を改 正 する 政 令（ 決 定）

（ 厚 生 労 働・ 財 務省 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
あ り  

［ 別　添 ］
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 ○ 船 員法等 の 一部 を 改正 す る法 律 の施 行 期日 を 定め

る 政 令 （ 決定）                   （ 国 土 交 通 省）  
 

◎ 人  事   

☆ 財 務 大臣片 山 さつ き に国 際 通貨 基 金総 務 会総 務 た

る 日 本 政府代 表 等を 命 ずる こ とに つ いて （ 決定 ）  
☆ 判 事 兼 簡易裁 判 所判 事 村田 斉 志の 兼 官を 免 じ、 判

事 兼 簡 易 裁判所 判 事吉 田  豊 を 願に 依 り免 ず る こ

と に つ い て（決 定 ） 

   ☆ 元福井 県 公立 学 校長 稲 田昭 彦 外１ ３ ３名 の 叙位 又

は 叙 勲 に ついて （ 決定 ） 

 

◎ 配  布 

☆ 労 働 力 調査報 告                        （ 総 務省 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
な し  
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